
住
宅
、
商
店
に
立
ち
退
き
を
求
め
幅
20
ｍ
の
道
路
を
つ
く
る
補
助
29
号
線
に

つ
い
て
、
濱
野
健
区
長
は
「
安
心
安
全
の
街
に
向
け
、
延
焼
遮
断
帯
が
必
要
」

と
改
め
て
推
進
を
表
明
。
い
っ
ぽ
う
共
産
党
は
「
住
民
追
い
出
し
の
道
路
計
画

は
街
の
力
を
壊
す
。
防
災
な
ら
別
の
方
法
が
あ
る
」
と
中
止
を
求
め
て
い
ま
す
。

29
号
線
の
「
推
進
」
か
「
中
止
」
か
が
大
き
く
問
わ
れ
る
中
、
品
川
の
防
災

対
策
に
マ
ス
コ
ミ
も
注
目
。
朝
日
新
聞
29
日
付
夕
刊
で
は
「
防
災
道
路
か
地
域

の
絆
か
」
「
地
域
防
災
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と
報
じ
ま
し
た
。

品川区政の大争点〝街〟〝つながり〟壊れると住民の声

２９号線など道路推進か！中止か！

２０１４年９月７日（日）

ＮＯ４４５

区議控室 ℡ 5742-6818

事務所 大井３-１９-７-101

℡ 3773-3231

道
路
推
進
を
再
び
表
明

８
月
28

日
に
大
井
町

「
き
ゅ
り
あ
ん
」
で
開
催

さ
れ
た
「
品
川
区
長
は
ま

の
健
を
励
ま
す
会
」
に
て
、

濱
野
区
長
は
「
安
全
安
心

の
街
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
道
路
拡
幅
が
必
要
。
延

焼
遮
断
帯
を
つ
く
る
必
要

が
あ
る
」
と
、
改
め
て
防

災
を
理
由
に
29
号
線
の
推

進
を
表
明
し
ま
し
た
。

防
災
な
ら
別
の
方
法
で

29
号
線
な
ど
道
路
整
備

を
防
災
対
策
だ
と
区
・
都

は
繰
り
返
し
強
調
。
住
民

か
ら
も
「
防
災
と
言
わ
れ

れ
ば
必
要
な
の
で
は
」
と

の
声
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
区
議
会
を
通
じ

「
防
災
の
役
に
立
た
ず
む

し
ろ
弊
害
」
「
街
を
壊
さ

な
い
別
の
方
法
が
あ
る
」

「
交
通
量
も
減
少
」
「
巨

額
な
税
金
投
入
」
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
防
災
の
根
拠
と

さ
れ
て
き
た
火
災
延
焼
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
「
木

密
地
域
全
体
の
火
災
に
対

す
る
安
全
性
を
検
証
す
る

も
の
で
は
な
い
」
と
都
議

会
で
建
設
局
長
が
答
弁
す

る
な
ど
、
防
災
の
根
拠
は

完
全
に
崩
れ
て
い
ま
す
。

週刊区政報告に対するご意見、ご要望お寄せください バックナンバーはＨＰに掲載

フェイスブック ほぼ毎日更新中！ 気軽に『友達リクエスト』の送信を

２９号線道路と新幹線（上）、大井町線
（右）の交差予定地。「５丁目郵便局が
なくなると年金が下せない」「商店街が
壊れる」と不安の声があがっています。

２０ｍの幹線道路が街を貫く



そ
の
後
、
国
に
提
出
し
た
認

可
申
請
で
は
「
交
通
の
円
滑
化
」

が
整
備
理
由
の
第
一
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
。

「
防
災
と
言
え
ば
住
民
を
説
得

で
き
る
と
思
っ
た
の
か
。
こ
ん

な
こ
と
は
許
せ
な
い
」
と
怒
り

の
声
が
あ
が
り
、
住
民
１
０
１

名
が
認
可
取
り
消
し
を
求
め
る

不
服
審
査
を
国
に
提
出
。
品
川

区
役
所
前
で
は
、
抗
議
行
動
が

火
曜
日
昼
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

道
路
計
画
は
中
止
を

強
引
な
行
政
の
姿
に
、
戦
争

を
体
験
し
た
高
齢
者
か
ら
は

「
建
物
疎
開
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
、

あ
ま
り
に
も
強
引
だ
」
と
の
声

も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
印
鑑
を
求
め
測
量
業
者

や
都
か
ら
連
絡
が
入
る
た
び
に

「
抵
抗
し
て
も
無
駄
だ
と
い
わ

ん
ば
か
り
の
圧
力
。
年
寄
り
１

人
は
と
て
も
恐
い
。
不
安
で
夜

も
眠
れ
ま
せ
ん
」
と
の
声
も
。

ゴ
マ
カ
シ
と
圧
力
で
印
鑑
を
求

め
る
と
は
絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。

住
民
を
追
い
出
し
街
を
壊
す

道
路
事
業
を
中
止
さ
せ
、
防
災

対
策
は
木
造
住
宅
や
水
道
管
の

耐
震
化
、
学
校
避
難
所
改
善
な

ど
震
災
か
ら
住
民
の
命
と
く
ら

し
を
守
る
事
業
に
今
こ
そ
転
換

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
な
か
つ
か
亮

ちょっと解説！延焼遮断帯とは…

延焼遮断帯とは、道路と道路両脇のビルで震

災時の火災拡大を防ぐという構想です。

しかし良く考えると、道路で火災の拡大を防

ぐ構想では、その道路までの街は焼けてしまう

ことに。また火災が道路両脇なら、震災後は道

路しか残らず、さらに29号線は品川区を上下

（南北）に走るので、火災が最も怖い冬の北風

時には役に立ちません。この構想が防災対策と

して、どこが有効なのでしょうか？

いっぽう１つ１つの木造住宅を燃えにくく、

倒れにくくする住宅改修を進め、街全体で火災

拡大を防げば、住民に立ち退きを求める新たな

道路は必要ありません。

同時に住宅が残ることは地域交流も残り、さ

らに避難生活上も自宅が残っていることはとて

も重要です。

やはり税金６００億円は29号線ではなく、

建物耐震化など震災から住民の被害を防ぐ防災

対策にこそ充てるべきだです。

次回の『気軽な町の無料法律相談会』は日程が決まり次第ご案内します

「防災道路か地域の絆か」と報じる

朝日新聞8月29日夕刊。これまでも

東京新聞やＴＢＳ「噂の現場」など

でも計画中止を求める住民の姿が取

り上げられました。

町
会
を
分
断
す
る
道
路

事
業
は
中
止
し
、

防
災
対
策
は
、
住
宅
や

水
道
管
の
耐
震
化
推
進

に
転
換
を


